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放射線計測に用いられる蛍光体は、大別してシンチレータと、ドシメーター用 (熱・輝尽・RPL) 蛍
光体の二種類である。前者は単一の高エネルギー放射線を、数万の紫外～可視光子に即発的に変換し、

医療 (X 線 CT、PET)、空港の荷物検査等のセキュリティ、資源探査、火山・活断層・温泉探査、宇宙

や素粒子と言った高エネルギー物理学などに広く用いられている [1]。一方後者は、吸収した放射線の

エネルギーを記憶しておく形式であり、個人被ばく線量計や、イメージングプレート等に利用されて

いる。こういった放射線誘起蛍光体は、Si・Ge 半導体検出器と双璧をなす固体型放射線検出器として

広く利用されている。これまでシンチレータにおいては、結晶系を中心として様々な材料系にて研究

が行われている一方、ガラスやセラミックス材料の放射線計測特性は、広く研究が行われてきたとは

言い難い状況である。またシンチレータ用途に比べ、ドシメーター用蛍光体はこれまでのところ、検

討がなされてきた材料系のバリエーション自体が広くはない。そのため我々は新規シンチレータ、ド

シメーター用蛍光体として、これまで放射線計測特性が検討されていない材料系の研究を行ってきて

いる。 
本研究では、白色蛍光体応用を目的として開発された無添加および Sn 添加 60ZnO-40P2O5ガラス

の光学、シンチレーション、ドシメーター (輝尽・熱蛍光) 特性を計測した。サンプルは比較用の無添

加および、Sn を 2.5%、5% 添加したものであり、急冷法により作製された。光学特性としては、直

線透過率 (JASCO V670)、量子収率 (Hamamatsu  Quantaurus-QY)、PL 蛍光減衰時定数 (Hamamatsu  
Quantaurus-) を評価した。シンチレーション特性としては、X 線励起発光スペクトル [2]、シンチレ

ーション蛍光減衰時定数 [3] を計測した。熱蛍光特性は TL2000 を用いて計測し [4]、輝尽蛍光特性

は市販の PL 装置 (JASCO FP8600DS) を用いて計測した [5]。 
図 1 には X 線励起時の発光スペクトルを示す。

Sn を添加したサンプルからは、中心波長が青色のブロ

ードな発光が観測された。これは Sn2+ 起因の発光と考

えられる。一方で、無添加サンプルの発光はあまり強く

はなかったが、400-500 nm 近辺にブロードな発光が観

測された。これらのシンチレーション蛍光減衰時定数を

評価したところ、Sn 添加サンプルは 4 s 前後、無添加

サンプルからは 10 ns 程度となり、遅い線分は観測され

なかった。数s の蛍光時定数は Sn2+ の発光としては典

型的であり、無添加サンプルからの高速な発光は、何ら

かの欠陥起因によるものと考えられる。熱蛍光グローカ

ーブを観測したところ、全サンプルから 100C、Sn 添
加サンプルのみから 220C の熱蛍光ピークが得られた。

Initial rise 法によってトラップ深さを求めたところ、前

者は 5 meV、後者は 10 meV と求まった。輝尽蛍光は、

無添加では 470 nm (刺激光 630 nm)、Sn 添加サンプル

では 510 nm (刺激光 580 nm) であった。これらより、

Sn を添加することにより、無添加サンプルとは異なる

キャリア捕獲準位が生成されたことが分かった。 
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図 1 Sn 添加 60ZnO-40P2O5ガラスの X

線励起発光スペクトル。 
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